















学位授与年月日 平成 15 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
国際公共政策研究科国際公共政策専攻




























にした。 ドゴールは 2 つの大戦の教訓から、米ソによるブロック対立が戦争を生み出す要因になると考え、冷戦の緊










ゴ、ール仏大統領の外交について、同大統領が提起した f 中立イ七J 構想や仏の和平工作を中心に、 5 章にわたって詳細
に分析している。第 1 章は、 ドゴール大統領がベトナム戦争の平和的解決のための唯一の手段として提案するが米国
に拒絶されたベトナム「中立化」構想の内容を同大統領の世界戦略やインドシナ観との関係で詳しく再検討する。第
2 章は、ドゴールの米国外交批判の背景や戦略的思考を議論する。第 3 章は、ベトナム戦争がエスカレートするなか
で試みられた和平工作のための仏の初期的努力や、同時期に進められた仏の NATO 軍事機構からの脱退や「東方外交j
の動きとの関係を分析している。第 4 章は、仏が関与した 2 つの和平工作の検討を通じ、 ドゴールの意図を考察して
いる。第 5 章では、 ドゴール構想をめぐる仏米関の認識の事離の要因を全体の流れのなかで再度検討し、従来、反米
的な批判と一般に解釈されていた仏の行動のなかに独自の国益観や同盟観や仏米間の「暗黙の協調J ともいえる側面
をあぶりだしている。
外交史研究の手法を用いながら現代の国際公共政策課題にも多くの示唆を与える研究として博士(国際公共政策)
の学位論文のレベルに達していると判断した。
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